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◆付属資料◆  

⽤語集 
あ⾏ 

 

 インフラ（インフラストラクチャー） 
社会資本、社会基盤施設のこと。人間社会

の共同利用施設である交通施設（鉄道、新交

通システム、道路等）、上下水道、エネルギー

関連施設、工業団地、農業漁業基盤施設、公

園、住宅団地、教育、文化、福祉厚生施設、

河川・海岸などの国土保全施設などの総称。 

 

 ＬＲＴ 
Light Rail Transit の略。超低床車両(LRV)

の活用や優先信号の導入、軌道･電停の改良等

による乗降の容易性、定時性、速達性、快適

性等の面で優れた特徴を有する次世代型路面

電車システム。 

 

 

か⾏ 
 

 幹線道路 
全国、地域または都市内において、骨格的

な道路網を形成する道路。通過交通の割合が

高く、重交通、広幅員、高規格の道路である

ことが多い。 

 

 急⾏バス 
急行運転している路線バスの総称。 

 

 高齢者移送サービス事業 
東広島市内に在宅で居住されている 70歳以

上の人で、ひとり暮らしまたは高齢者のみの

世帯（世帯全員が 65 歳以上。ただし、高齢者

以外の世帯全員が 18 歳未満及び 18 歳以上か

ら 65 歳未満の者で要支援・要介護状態に該当

する者または障害者手帳を所有しており、

 

 

 

運転等に支障がある者がいる場合を含む）に

属し、市民税非課税世帯に属する高齢者に対

して、交付するタクシー割引乗車券のこと。 

 

 国勢調査 
我が国の人口や世帯の実態を明らかにする

国の最も基本的な統計調査として、大正９年

（1920 年）以来５年ごとに実施している。 

 

 コミュニティバス（地域公共交通） 
既存のバスサービスだけではカバーしきれ

ないニーズに対応する乗合バスであり、その

サービス内容は必ずしもこれまでの乗合バス

の考え方によらず、利用者の利便性を最大限

考慮し、かつ多様化する需要に対応する新た

なバスシステム。 

 

 混雑度 
道路の交通量をそれらの交通容量の合計で

除したもの。 

 

 

さ⾏ 
 

 ⾃家用有償旅客運送 
バス・タクシー事業が成り立たない場合で

あって、地域における輸送手段の確保が必要

な場合に、必要な安全上の措置を取ったうえ

で、市町村や NPO 法人等が自家用車を用いて

提供する運送サービス。 

 

 シティ電⾞ 
高頻度，等間隔を運行形態とする電車のこ

と。 
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 ⾃動運転 
人間が運転操作を行わなくても自動で走行

できることであり、国土交通省において次の

とおりその段階が定義されている。 

レベル 1：運転支援。システムが前後・左右

のいずれかの車両制御を実施 

レベル 2：特定条件下での自動運転機能高速

道路での自動運転モード機能等 

レベル 3：条件付き自動運転システムが全て

の運転操作を実施するが、システ

ムの要求等に対して運転手が適

切に対応することが必要 

レベル 4：特定条件下における完全自動運転

特定条件下においてシステムが

全ての運転操作を実施 

レベル 5：完全自動運転常にシステムが全て

の運転操作を実施 

 

 将来交通需要予測 
将来における交通需要の予測値。 

 

 将来フレーム 
将来における人口や世帯の状況など、計画

的なまちづくりを進めるための将来の都市の

規模を想定した基本的な指標となるもの。 

 

 ⼈⼝フレーム 
将来の人口のおおむねの推計値の枠組み。 

 

 ＳＩＣ（スマートインターチェンジ） 
高速道路の本線やサービスエリア、パーキ

ングエリア、バスストップから乗り降りがで

きるように設置されるインターチェンジであ

り、通行可能な車両（料金の支払い方法）を、

ＥＴＣを搭載した車両に限定しているインタ

ーチェンジのこと。 

 

 

 

 

た⾏ 
 

 地球温暖化 
太陽光の日射エネルギーと地球から宇宙に

放射される熱のバランスで一定に保たれてい

る地球の気温が二酸化炭素(ＣＯ２)などの

「温室効果ガス」の増加により、地球から放

射される熱が地表面に戻されて、地上の気温

が上昇する現象のことをいう。 

 

 デマンド交通 
電話予約など利用者の需要に応じて柔軟な

運行を行う交通形態のこと。 

 

 道路交通センサス 
「全国道路・街路交通情勢調査」と言い、

日本全国の道路と道路交通の実態を把握し、

道路の計画や、建設、管理などについての基

礎資料を得ることを目的として、全国的に実

施している統計調査のこと。 

 

 都市計画道路 
都市計画法に定められた都市施設のひとつ

で、都市における円滑な移動を確保するため

の交通機能、都市環境、都市防災等の面で良

好な都市空間を形成し、供給処理施設等の収

容空間を確保するための空間機能、都市機構

を形成し、街区を構成するための市街地形成

機能等、多様な機能を有するとされる。 

主として交通機能に着目し，自動車専用道

路、幹線街路、区画街路、特殊道路の４つの

道路種別が設定されている。 
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 都市計画マスタープラン 
平成４年６月の都市計画法の改正により創

設された都市計画法第 18 条の２に基づく「市

町村の都市計画に関する基本的な方針」の別

称。都市計画マスタープランは、市区町村が

その創意工夫のもとに住民の意見を反映させ

て、都市づくりの具体性ある将来ビジョンを

確立し、地域別のあるべき市街地像、地域別

の整備課題に応じた整備方針、地域の都市生

活、経済活動等を支える諸施設の計画等を総

合的に定めるものであるとされる。 

 

 都市交通現況調査 
市内全域を対象としたミニパーソントリッ

プ調査及び日常交通に関する意識調査（世帯

配布、JR 駅配布）、事業者アンケート調査のこ

と。平成 23 年度実施。 

 

 トリップ 
人または車両がある目的を持ってある場所

（出発地）からある場所（到着地）へ移動す

ること。トリップは、出発地から到着地（目

的地）までどのような経路をたどっても、ど

のような交通手段を使っても、どれだけの時

間を費やしても、その移動の目的が達成され

るまで続き１トリップとなる。 

 

 

は⾏ 
 

 パークアンドライド 
交通混雑を緩和するために、車を自宅近く

の郊外の駐車場に止め、そこから公共交通機

関に乗り換えて、都市中心部へ向かうこと。 

 

 

 パーソントリップ調査（PT 調査） 
パーソントリップとは、“人（パーソン）の

動き（トリップ）”を意味します。パーソント

リップ調査は、どのような人がいつ、何の目

的で、どこからどこへ、どのような交通手段

で動いたかについて調査し、１日のすべての

動きをとらえるものである。この調査データ

をもとに、都市圏の交通実態を総合的に把

握・分析し、都市圏の望ましい都市交通のあ

り方を検討している。 

 

 バス系統 
バスの経路のパターンのこと。 

 

 バスロケーションシステム 
ＧＰＳ等を用いてバスの位置情報を収集し、

バス停の表示板や携帯電話、パソコンに遅延

状況や待ち時間などの運行情報を提供するシ

ステム。 

 

 発⽣集中量 
発生量（あるゾーンを起点とするトリッ

プの合計量）と集中量（あるゾーンを終点

とするトリップの合計量）の総和である。

交通量予測手法においては、ゾーン固有の

特性（人口、土地利用等）を用いて、発生

量と集中量が推計される。単位はトリップ

エンド。 

 

 パブリックコメント 
政令や省令等を決めようとする際に、あら

かじめその案を公表し、広く国民の皆様から

意見、情報を募集すること。 
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 バリアフリー 
障がいがある人や高齢者が社会生活をして

いくうえで障壁（バリア）となるものを除去

することで、歩道の段差の解消や点字ブロッ

ク等の整備された障がい者や高齢者にやさし

い生活空間を指す。 

 

 ＰＴＰＳ 
バスなどの公共車両が、優先的に通行でき

るように支援するシステム。 

 

 ＰＤＣＡサイクル 
Plan（計画）、Do（実行）、Check（検証）、

Action（改善）の頭文字を揃えたもので、計

画、実行、検証、改善の流れを次の計画に生

かしていくプロセスのこと。 

 

 ＢＲＴ 
Bus Rapid Transit の略。輸送力の大きな

ノンステップバスの投入、バス専用レーン、

公共車両優先システム等を組み合わせ、定時

性、速達性、輸送力を向上させた高度なバス

システムのこと。 

 

 フィーダー 
地域間や拠点間を結ぶ幹線的な公共交通機

関に対して、その幹線の鉄道駅やバス停から

さらに延びる支線的な機能をもつもの。 

 

 福祉助成券（タクシー券） 
市内に住所を有する重度の障害のある人を

対象に交付するタクシー券のこと。 

 

 フリー乗降区間 
バス停以外でも乗り降りできる区間のこと。

フリー乗降区間では、バスが近づいてきたら

手を挙げて合図して乗車し、降りるときは、

あらかじめ運転手に降りたい場所を伝えて降

車する。 

 

 分担率 
ある交通手段（鉄道・バス・自動車・自転

車・徒歩など）のトリップ数の全交通手段に

占める割合。 

 

 

ま⾏ 
 

 MaaS（マース） 
Mobility as a Service の略。出発地から目

的地までの移動ニーズに対して最適な移動手

段をシームレスに提供するほか、移動以外の

サービスと連携するなど、移動及び移動以外

のサービスを一元的に捉える概念。 

 

 モビリティ・マネジメント 
ひとり一人のモビリティ（移動）が、社会

的にも個人的にも望ましい方向に自発的に変

化することを促す、コミュニケーションを中

心とした交通政策のこと。望ましい方向とは、

例えば、過度な自動車利用から公共交通や自

転車等を適切に利用する方向である。交通渋

滞や環境問題、公共交通の衰退等を引き起こ

す「過度」な自動車利用を適正化することを

目的として実施される。 

 

 モータリゼーション（⾞社会） 
自動車が大衆に広く普及し、生活必需品化

すること。主に自家用車の普及という意味。 

 

 

ら⾏ 
 

 ラウンドダイヤ 
毎時間同じ時刻（毎時同分）になっている

ダイヤのこと。 
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